


策を打っていかなければならないのか、その意識の醸成のためにはどういったプログラムで
政策誘導していかなければならないのかを、しっかりと把握しながら進めていきたい。
そのためには、避難行動の取れる人間の心理的プロセスの把握も必要である。防災の会議

などでは、「正常性のバイアスが」というような話で片付けられやすいところだが、正常性の
バイアスがどのようにかかっていて、それを解除するためにいかようなプログラムを平時か
ら施していく必要があるのかを、ぜひ学会でも具体的なプログラム構成として掘り下げてい
ただきたい。
防災にはそれぞれの専門分野があり、それぞれにプロの方がおられて一生懸命取り組んで

いるが、私たちが最も狙っている効果は、有事のときに人命を確保することだ。地区防災計
画なども、住民の自主性にスライドするプログラムを模索している中でたどり着いたもので
ある。今後は復旧復興計画、あるいは土地利用計画も含んでいかなければならないが、住民
を巻き込んで協議し、物理的作業を共有することで意識の醸成につなげていきたい。単純に、
机上でこういう計画ができたというのではなかなか機能しないと考えている。
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